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針路
「
純
真
と
お
馬
」
の
歌
は

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
安
政
２
年

（１
８
５
５

年
）
９
月
の
実
話
。
『
♪

政
治
と
要
求
を
つ
な
ぎ

　
衆
議
院
の
任
期
が
来
年
１
０
月
に
迫
る
中
、
解
散
総
選
挙
が
現
実
味
を
帯
び
て
い

ま
す
。
県
労
連
で
は
、
来
た
る
総
選
挙
を
前
に
、
日
本
の
将
来
像
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
を
実
現
す
る
野
党
統
一
候
補
の
勝
利
に
向
け
て
議
論
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
総
選
挙
の
政
治
日
程
と
市
民
連
合
が
野

党
へ
提
出
し
て
い
る
要
求
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

総
選
挙
は
い
つ
な
の
か

　
衆
議
院
の
任
期
は
２
０
２
１
年
１
０
月

２
１
日
で
、
確
実
に
来
年
中
に
は
総
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
２
０
２
１
年
の
通

常
国
会
の
開
催
は
１
月
１
８
日
を
軸
に
調

整
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
、
国
会
の
開
会
と
同
時
に
解

散
す
る
の
で
は
と
い
う
予
想
も
流
れ
て
い

ま
し
た
が
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
第
３
波
到
来
」と「
桜
を
見
る
会
疑

惑
の
再
燃
」
に
よ
り
、
そ
れ
は
難
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
３
次
補
正
予

算
成
立
後
の
１
月
末
か
ら
２
月
初
め
、

そ
し
て
２
０
２
１
年
度
予
算
成
立
後
の
４

月
以
降
に
総
選
挙
の
線
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
７
月
に
は
東
京
都
議
選
挙
が

控
え
て
お
り
、
公
明
党
は
都
議
選
挙
の

前
後
の
解
散
に
は
否
定
的
な
姿
勢
を

取
っ
て
お
り
、
そ
う
な
れ
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
で
任
期
満
了

が
迫
る
９
月
も
し
く
は
１
０
月
の
解
散
と

総
選
挙
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

総
選
挙
で
政
治
を
転
換
し
よ
う

労
働
組
合
と
政
治

　
県
労
連
は
１
９
８
９
年
の
結
成
以
来
、

①
「
資
本
か
ら
の
独
立
」、
②
「
政
党

か
ら
の
独
立
」、
③「
共
通
す
る
要
求
で

の
行
動
の
統
一
」
と
い
う
労
働
組
合
の

３
原
則
を
堅
持
し
て
き
ま
し
た
。

  

と
り
わ
け
、「
政
党
か
ら
の
独
立
」
は

「
政
党
支
持
自
由
」
を
意
味
し
、
組
合

員
個
人
の
思
想
信
条
、
政
党
支
持
、
内

心
の
自
由
を
守
り
保
障
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
個
人
の
基
本
的
人
権
の
尊
重

と
同
時
に
、
そ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
自

体
が
組
合
の
団
結
と
大
き
な
統
一
を
保

つ
こ
と
で
あ
り
、
要
求
実
現
の
た
め
に

必
要
だ
か
ら
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
組
合
員
と
組
合
の
要

求
は
政
治
と
無
関
係
で
は
あ
り
得
ず
、

制
度
政
策
要
求
や
政
治
的
な
要
求
に

ま
で
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
の

前
の
職
場
要
求
の
実
現
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

県
労
連
の
構
え

　
前
記
の
２
点
を
踏
ま
え
、
県
労
連
は

「
５
野
党
会
派
が
市
民
連
合
と
結
ん
だ
協

定
に
基
づ
い
た
野
党
統
一
候
補
で
あ
り
、

県
労
連
も
結
集
す
る『
統
一
の
選
挙
母

体
』
が
あ
る
」
場
合
に
限
り
、
市
民
と

野
党
の
統
一
候
補
の
勝
利
に
向
け
て
取

り
組
み
を
進
め
る
、
と
す
る
２
０
２
０

年
総
選
挙
方
針
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
政
党
間
の
再
編
が
進
み
、
５

野
党
会
派
の
枠
組
み
は
変
化
し
て
い
ま

す
が
、
野
党
統
一
候
補
の
勝
利
に
向
け

た
取
り
組
み
は
引
き
続
き
高
知
憲
法
ア

ク
シ
ョ
ン
に
結
集
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

職場と雇用、 いのちと暮らしを守り

憲法が生かされる社会を実現させよう

野党統一候補の勝利をめざそう！

①
立
憲
主
義
の
再
構
築

　
安
倍
政
権
が
進
め
た
安
保
法
制
、
特

定
秘
密
保
護
法
、
共
謀
罪
な
ど
の
違

憲
の
疑
い
の
濃
い
法
律
の
廃
止
。
憲
法

９
条
改
悪
に
反
対
し
、
憲
法
発
議
そ
の

も
の
を
さ
せ
な
い
。

②
民
主
主
義
の
再
生

　
主
権
者
が
議
論
し
決
め
る
民
主
主
義

を
取
り
戻
す
。
国
会
の
行
政
監
視
機

「
市
民
連
合
」
に
よ
る
１
５
の
政
策
要
望

能
の
強
化
、
選
挙
制
度
の
見
直
し
、
市

民
参
加
の
制
度
拡
充
、
学
校
教
育
に

お
け
る
自
由
な
主
権
者
教
育
の
実
現
。

③
透
明
性
の
あ
る
公
正
な
政
府
の
確
立

　
合
理
的
な
政
策
決
定
の
確
立
、
政
策

への
信
頼
を
取
り
戻
す
。
内
閣
人
事
局

の
改
廃
を
含
め
、
閣
僚
人
事
の
あ
り
方

の
再
検
討
。
国
民
の
知
る
権
利
と
報
道

の
自
由
を
保
障
す
る
。

土
佐
の
高
知
の
は
り
ま
や
橋
で
、
坊

さ
ん
か
ん
ざ
し
買
う
を
見
た
～
』
と
歌

わ
れ
る
「
よ
さ
こ
い
節
」
が
あ
る
が
、

は
り
ま
や
橋
で
か
ん
ざ
し
を
買
っ
た
坊

さ
ん
は
、
実
は
純
信
で
は
な
く
、
五

台
山
に
あ
る
竹
林
寺
の
慶
全
と
い
う
若

い
修
行
僧
▼
と
こ
ろ
が
お
馬
は
、
慶
全

の
師
に
あ
た
る
住
職
の
純
信
に
次
第
に

好
意
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
次
第
に

慶
全
か
ら
気
持
ち
が
離
れ
て
い
く
。

慶
全
は
お
馬
の
心
を
な
ん
と
か
取
り

戻
し
た
い
思
い
、
播
磨
屋
橋
の
小
間
物

屋
・
橘
屋
で
珊
瑚
の
か
ん
ざ
し
を
買
い

求
め
お
馬
に
贈
っ
た
が
、
純
信

（３
７

歳
）
への
思
い
が
募
る
お
馬

（１
７
歳
）

か
ら
袖
に
さ
れ
、
慶
全
は
お
馬
と
純

信
の
仲
を
裂
こ
う
と
思
い
、
純
信
が

播
磨
屋
橋
で
か
ん
ざ
し
を
買
い
、
お
馬

に
贈
っ
た
と
嘘
の
申
し
立
て
を
し
た
。

そ
の
話
は
、
た
ち
ま
ち
高
知
城
下
で

広
く
噂
と
な
り
、
結
果
２
人
は
駆
け

落
ち
に
及
ん
だ
の
だ
▼
琴
平
の
旅
籠
で

捕
ま
っ
た
純
信
と
お
馬
は
、
土
佐
に

連
れ
戻
さ
れ
、
純
真
は
国
外
に
、
お

馬
は
、
安
芸
川
以
東
に
追
放
と
な

る
。
１
２
年
後
の
明
治
で
赦
免
に
よ
り

純
真
は
、
浮
穴
郡
東
川

（現
・
愛
媛

県
久
万
高
原
町
）、
お
馬
は
、
滝
野

川
に
移
り
住
み
、
お
互
い
伴
侶
と

別
々
の
人
生
を
歩
ん
だ
の
だ
っ
た
（橋
）
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たたかえ！ローレンジャー！！

「目には目を…」

チャレンジ項目をクリアしスタンプ

をＧＥＴしよう！スタンプが１０個

溜まれば５００円分のＱＵＯカー

ドを贈呈、 １５個溜まればさら

に５００円分のＱＵＯカードを贈

呈します！

君もスタンプチャレンジャー

④
利
益
追
求
・
効
率
至
上
主
義
経
済

か
ら
の
転
換

　
医
療
・
公
衆
衛
生
体
制
、
労
働
法

制
、
教
育
政
策
等
への
市
場
原
理
導
入

に
反
対
。
利
益
・効
率
至
上
主
義
か
ら

の
脱
却
、
国
民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
守

る
新
し
い
政
治
を
。

⑤
自
己
責
任
社
会
か
ら
支
え
あ
う
社

会
へ

　
責
任
あ
る
政
府
の
も
と
で
支
え
あ
う

社
会
の
実
現
。
財
政
と
社
会
保
障
制

度
の
再
分
配
機
能
を
強
化
。
総
合
的

な
税
制
の
公
平
化
、
富
裕
層
と
大
企

業
に
対
す
る
負
担
の
強
化
を
は
か
る
。

⑥
い
の
ち
を
最
優
先
す
る
政
策
の
実
現

　
国
の
責
任
に
よ
る
医
療
・
公
衆
衛
生

体
制
の
確
立
。
誰
で
も
平
等
に
検
査
・

診
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
、
感

染
対
策
で
の
活
動
規
制
に
は
、
労
働

者
、
企
業
への
補
償
に
最
優
先
の
予
算

措
置
を
講
じ
る
。

⑦
週
４
０
時
間
働
け
ば
人
間
ら
し
い
生

活
が
で
き
る

　
中
小
企
業
対
策
を
充
実
さ
せ
つ
つ
、

「
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
」
を
め
ざ
す
。

世
帯
単
位
で
な
く
、
個
人
を
前
提
に

税
制
、
社
会
保
障
制
度
、
雇
用
法
制

の
全
面
的
な
見
直
し
を
は
か
る
。

⑧
子
ど
も
・
教
育
予
算
の
大
胆
な
充

実　
出
産
・
子
育
て
の
費
用
の
公
費
負
担

を
抜
本
的
に
拡
充
。
教
育
予
算
の
拡

充
。
教
員
や
保
育
士
が
安
心
し
て
働
け

る
た
め
の
待
遇
改
善
。
給
付
型
奨
学
金

制
度
の
創
設
、
学
問
の
自
由
の
理
念
の

下
、
研
究
の
自
立
性
の
尊
重
。

⑨
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
誰
も
が
尊
重
さ

れ
る
社
会

　
雇
用
、
賃
金
、
就
学
に
お
け
る
性
差

別
の
撤
廃
と
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
実

現
。
日
本
社
会
、
経
済
の
閉
塞
を
も
た

ら
し
て
い
た
政
治
、
経
済
に
お
け
る
男

性
優
位
の
画
一
主
義
を
打
破
す
る
。

⑩
分
散
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
産
業
構
造

と
多
様
な
地
域
社
会
の
創
造

　
保
育
、
教
育
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
に
よ
る
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
の

発
展
。
災
害
対
策
、
感
染
対
策
、
避

難
所
整
備
に
国
が
責
任
を
も
つ
。
人
口

減
少
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
。

⑪
原
発
の
な
い
社
会
と
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー

　
温
暖
化
対
策
の
先
頭
に
立
ち
、
脱
炭

素
化
を
推
進
す
る
。
２
０
５
０
年
ま
で

に
再
生
可
能
エネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
を
実

現
す
る
。
原
発
の
な
い
分
散
型
経
済
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ
げ
る
。

⑫
持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
の
支
援

　
農
家
戸
別
補
償
の
復
活
、
林
業
に
対

す
る
環
境
税
に
よ
る
支
援
、
水
産
資
源

の
公
的
管
理
と
保
護
。
地
域
に
お
け
る

雇
用
を
守
り
、
食
を
中
核
と
し
た
新
た

な
産
業
の
育
成
。
食
料
自
給
率
５
０
％

への
引
き
上
げ
。

⑬
平
和
国
家
と
し
て
実
効
性
あ
る
国
際

秩
序
を

　
平
和
憲
法
の
理
念
で
、
医
療
・
公
共

衛
衛
生
、
地
域
環
境
、
平
和
構
築
に
か

か
わ
る
国
際
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
に
貢

献
。
核
兵
器
禁
止
条
約
を
直
ち
に
批

准
。
防
衛
予
算
、
防
衛
装
備
の
あ
り
方

の
大
胆
な
転
換
。

⑭
沖
縄
県
民
の
尊
厳
の
尊
重

　
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
中
止
し
、
環

境
を
回
復
す
る
。
普
天
間
基
地
の
早
期

返
還
、
撤
去
を
す
す
め
る
。
日
米
地
位

協
定
を
改
定
し
、
沖
縄
県
民
の
尊
厳
と

人
権
を
守
る
。

⑮
東
ア
ジ
ア
の
共
生
、
平
和
、
非
核
化

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
協
調
的
安
全
保
障

　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
協
調
的
安
全
保
障

政
策
の
推
進
と
非
核
化
の
実
現
。
東
ア

ジ
ア
共
生
の
鍵
と
な
る
日
韓
関
係
の
修

復
。
中
国
と
の
対
話
、
北
朝
鮮
と
の
国

交
正
常
化
、
拉
致
問
題
解
決
。

政
治
に
つ
い
て
議
論
を
し
よ
う

　
県
労
連
も
結
集
す
る
高
知
憲
法
ア
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
野
党
と
市
民
連
合
に
よ
る

協
定
（１
５
項
目
の
要
求
が
ベ
ー
ス
と
な

る
）
が
結
ば
れ
次
第
、
１
区
武
内
則
男

氏
、
２
区
広
田
は
じ
め
氏
と
憲
法
ア
ク

シ
ョ
ン
で
政
策
協
定
を
結
び
、
そ
れ
に

県
内
各
政
党
が
サ
イ
ン
し
、
野
党
統
一

候
補
の
正
式
な
誕
生
と
な
り
ま
す
。

　
２
者
と
も
立
憲
民
主
党
公
認
の
候
補

者
と
な
る
た
め
、
県
労
連
と
し
て
は
推

薦
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
い
つ
に
も
増
し
て
各
組
織
で
職
場
の

要
求
と
政
治
を
引
き
寄
せ
て
議
論
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
違
う
意
見
を
排
除

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
も
受
け
入
れ

な
が
ら
、
要
求
で
大
き
な
一
致
を
作
る

こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

に挑戦しよう！
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県
労
連
３
０
年
を
振
り
返
る

土
佐
の
教
育
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
育
①

結成大会

執
筆
者   

高
知
県
教
職
員
組
合
　

元
書
記
長
　
長
野
浩
三

１
．
土
佐
の
教
育
改
革
の
経
過

★
１
９
９
７
年
～
２
０
０
１
年
　
第
１

期
土
佐
の
教
育
改
革

　
・
１
９
９
６
年･･･

「
土
佐
の
教
育

改
革
を
考
え
る
」
（計
１
０
回
）

★
２
０
０
２
年
～
２
０
０
６
年
　
第
２

期
土
佐
の
教
育
改
革

　
・
２
０
０
１
年
・･･

「
土
佐
の
教
育

改
革
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
」
：第

１
期
の
検
証
と
総
括

・
２
０
０
１
年･･･

「
第
２
期
土
佐

の
教
育
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

●
２
０
０
４
年･･･

高
知
県
こ
ど
も
条

例
（【
２
０
０
４
年
７
月
２
６
日
県
議

会
で
修
正
可
決
：２
０
０
４
年
高
知

県
条
例
３
５
号
】作
成
過
程
で
子
ど

も
や
県
民
が
参
加
。
パ
ン
フ
作
成
に

も
県
教
組
・高
教
組
代
表
が
参
加
。

自
民
党
は「
子
供
が
大
人
と
同
等
の

権
利
を
行
使
す
る
の
は
問
題
」と
反

対
。
条
例
の
子
供
の
意
見
表
明
権

に
対
し
て「
政
治
闘
争
の
手
段
と
し

て
利
用
さ
れ
か
ね
な
い
」
等
。
そ
の

後
、
２
０
１
２
年
１
２
月
２
７
日
、

自
民
党
が
「
高
知
県
こ
ど
も
条
例
」

の
全
文
「
改
正
」
案
（条
文
か
ら
子

詳しくは、県労連ＨＰへ！｢高知

県労連｣で検索できます。機関紙

のアーカイブや行事案内、県労

連の取り組みも紹介しています。

ど
も
の
権
利
を
削
除
し
、
大
人
の
視
点

か
ら
の「
高
い
規
範
意
識
」
を
強
調
し
、

個
人
の
内
心
への
介
入
、
保
護
者
の
責

務
・県
民
の
責
務
を
定
め
る
な
ど
）を
、

強
行
可
決
。【
２
０
１
３
年
１
月
４
日
条

例
第
１
号
】）

●
２
０
０
５
年･･･

「
第
２
期
土
佐
の
教
育

改
革
重
点
化
計
画
」
（２
年
間
）

●
２
０
０
６
年･･･
「
教
育
改
革
１
０
年
を

未
来
に
つ
な
げ
る
会
」
（計
４
回
）

２
．
県
教
組
と
土
佐
の
教
育
改
革

 

　
私
は
第
２
期
土
佐
の
教
育
改
革
の
１

年
目
の
２
０
０
２
年
に
県
教
組
の
専
従

と
な
り
、
２
０
０
６
年
土
佐
の
教
育
改

革
が
終
わ
る
年
に
現
場
に
戻
っ
た
。
そ

の
間
、
２
月
に
１
回
の
課
長
・
書
記
長

会
、
各
種
検
討
委
員
会
、
そ
の
他
県

教
委
と
の
会
議
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
対

案
や
提
言
の
文
書
な
ど
の
提
出
や
意
見

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
。
ま
た
、
私
た
ち
県
教
組

と
し
て
の
賃
金
確
定
交
渉
等
や
専
門
部

も
含
め
た
そ
の
他
の
交
渉
・
折
衝
な
ど

も
あ
り
、
多
忙
だ
っ
た
日
々
を
思
い
出

す
。

土
佐
の
教
育
改
革
の
総
括
と
今
後
の
方

向
性
の
ま
と
め
は
、
最
終
的
に
県
教
組

の
執
行
委
員
会
・闘
争
委
員
会
を
経
て

県
教
委
に
提
出
し
た
。
以
下
、
そ
の
当

時
の
文
書
を
基
本
に
記
述
す
る
。
た
だ

し
、
そ
の
後
土
佐
の
教
育
改
革
に
関
し

て
は
集
団
的
に
論
議
も
し
て
い
な
い
の

で
、
あ
く
ま
で
も
私
の
個
人
的
な
見
解

で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。

（１
）「
土
佐
の
教
育
改
革
」
と

                        

私
た
ち
の
ス
タ
ン
ス

　「
土
佐
の
教
育
改
革
」
は
、
地
方
・
地

域
か
ら
の
教
育
改
革
で
あ
る
と
同
時

に
、
全
体
と
し
て
は
政
府
・
文
部
科
学

省
の
教
育
行
政
の
大
き
な
流
れ
の
中
に

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
施
策
は
、
県

単
独
の
も
の
の
ほ
か
に
、
国
ど
お
り
の

も
の
も
あ
れ
ば
、
国
の
施
策
に
名
を
借

り
て
中
身
を
県
民
や
子
ど
も
の
利
益
に

あ
わ
せ
る
も
の
な
ど
が
混
ざ
り
合
っ
て

お
り
、
私
た
ち
か
ら
見
る
と
多
く
の
弱

点
や
県
民
の
要
求
に
反
す
る
点
も
あ
り

地
方
と
し
て
の
限
界
を
持
っ
て
い
る
の
も

確
か
で
あ
っ
た
。

　
私
た
ち
県
教
組
は
、「
土
佐
の
教
育
改

革
」
は
県
民
参
加
型
の
教
育
行
政
への

大
転
換
で
あ
り
、
子
ど
も
参
加
の
も

と
で
教
職
員
と
保
護
者
・地
域
住
民
が

協
力
し
て「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」や

地
域
の
教
育
を
創
造
で
き
る
と
い
う
可

能
性
を
持
っ
た
取
り
組
み
で
あ
る
と
考

え
て
、
土
佐
の
教
育
改
革
に
参
加
を
し

て
き
た
。

私
た
ち
は
、
同
時
に
、
憲
法
・
教
育
基

本
法
を
守
り
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
・

高
知
県
こ
ど
も
条
例
の
趣
旨
を
生
か
す

と
り
く
み
を
実
践
し
て
き
た
。
そ
れ

は
、
文
科
省
の
狙
い
に
反
し
て
、
教
育

基
本
法
を
生
か
し
子
ど
も
を
守
る
た
め

の
「
地
方
の
た
た
か
い
」
で
も
あ
っ
た
。

橋
本
県
政
の
下
で
始
ま
っ
た
「
土
佐

の
教
育
改
革
」で
あ
る
が
、
私
た
ち
に
は

教
育
運
動
に
関
し
て
は
、
１
９
７
４
年

「
く
ら
し
と
教
育
を
守
る
大
行
動
」、
１

９
８
０
年
代
か
ら「
教
育
県
民
大
運
動
」

（以
下
「
大
運
動
」）
の
歴
史
的
な
運
動

の
遺
産
が
あ
っ
た
。
　

大
運
動
で
は
行
政
に
改
善
を
要
求
す

る
こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
土
佐
の
教

育
改
革
で
は
行
政
に
要
求
し
な
が
ら
一

方
で
は
共
同
も
す
る
と
い
う
こ
と
も
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
実
際
、
私
た

ち
は
、
「
土
佐
の
教
育
改
革
を
考
え
る

会
」
に
参
加
し
て
県
民
各
層
の
人
々
と

討
論
し
た
り
、
私
た
ち
の
教
研
集
会
全

体
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ県
教
育
長
を
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
招
待
し
て「
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
」を
討
論
し
た
り
す
る
一
方
で
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
・
ユ
ネ
ス
コ
勧
告
・セ
ア
ー
ト
報
告

に
基
づ
き
、
「
指
導
を
要
す
る
教
職
員

問
題
」、
勤
勉
手
当
への
成
績
率
導
入
に

よ
る
差
別
支
給
、
昇
給
に
結
び
つ
く「
新

し
い
人
事
評
価
制
度
」
等
、
問
題
点
も

指
摘
し
撤
回
・
改
善
を
求
め
て
た
た
か

う
と
い
う
こ
と
を
同
時
並
行
で
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

２
０
０
３
年
１
１
月
、
私
自
身
も

全
教
の
代
表
団
の
一
員
と
し
て
Ｉ
Ｌ

Ｏ
（ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
・
ユ
ネ
ス
コ
（パ
リ
）

本
部
を
訪
問
し
、
ユ
ネ
ス
コ
で
は
高

知
県
の「
指
導
を
要
す
る
教
職
員
問

題
」
は
「
教
員
の
地
位
勧
告
」
に
違

反
し
て
い
る
と
い
う
と
い
う
趣
旨
で
ア

リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
（「
申
し
立
て
」）
を

行
っ
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な

「
た
た
か
い
」
と
「
参
加
・
共
同
」
の

道
を
対
立
的
に
と
ら
え
な
い
で
と
り

く
み
を
進
め
て
き
た
。
私
た
ち
は
、

県
教
組
の
闘
争
委
員
会
で
土
佐
の
教

育
改
革
に
参
加
す
る
か
し
な
い
か
を

討
論
し
、
最
終
的
に
は
参
加
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

各
郡
市
の
執
行
部
や
組
合
員
の
中
に

は
、「
土
佐
の
教
育
改
革
」
に
参
加

す
る
こ
と
に
対
し
て
最
後
ま
で
反
対

意
見
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。



(4）２０２０年１２月１０日　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　　　　　№２３８

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル

[

高
知
県
労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し

て
い
ま
す]

）
締
め
切
り
は
１

月
７
日
で
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
３
７
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え
は
「
オ
セ
チ
リ
ヨ
ウ

リ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
左
の

方
々
で
す
。

【
当
選
者
】

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
て

お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【ヨコのカギ】

①僅差の対　③父の父　⑤質問への答は――用紙に　⑦

――クジなしのサービス　⑨――をねぎらう　⑩――を掴むよ

うな話　⑫左の対　⑭境遇。――相談　⑯――かあ　⑰とな

りの家

【タテのカギ】①三十一音

が基準の和歌　②五十

の――を越す　③内海の

対　④――じ手、――切

り映画　⑥十人十――　

⑧乳牛を育てる――家　

⑪九牛の一――　⑬古

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

カギを解き二重枠の文字

を並べてできる言葉は？

「
な
か
ま
」　
高
知
一
般
労
働
組
合

山
川　

翔
太　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

須
藤　

千
佳　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

山
中　

崇
義　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

来、 金貨と並び使われた　⑭コロナ感染

拡大防止のため３――を避けよう　⑮――

を正して面接を受ける

　
今
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
日
本
の
演
劇
な

ど
劇
場
型
の
文
化
活
動
は
瀕
死
の
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は「
文
化
は
人
間
に
と
っ

て
命
と
同
じ
」と
の
位
置
づ
け
が
さ
れ
、

手
厚
い
援
助
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
で
、
私
の
手
元
に
は
、「
高
知
一
般
二

十
五
回
、
高
知
県
労
連
一
周
年
記
念

は
た
ら
く
仲
間
の
文
化
祭
」と
い
う
チ
ラ

シ
が
あ
り
ま
す
。
労
働
者
の
手
作
り
で

高知市長要請の様子

おたよりの紹介

文
化
祭
を
四
半
世
紀

も
守
り
育
て
て
き
た

高
知
一
般
文
化
祭
と

真
に
闘
う
「
ロ
ー
カ
ル

セ
ン
タ
ー
」県
労
連
結

成
一
周
年
を
記
念
し

て「
は
た
ら
く
仲
間
の

文
化
祭
」
を
計
画
し

ま
し
た
、
と
実
行
委

員
会
。
出
し
物
は
、

職
場
対
抗
コ
ン
ク
ー
ル

（１
チ
ー
ム
７
分
）
・「
司
亭
升
楽
」
の

土
佐
落
語
・
最
後
は
構
成
劇
「
紙
漉

き
の
詩
」、
出
演
者
、
ミ
ロ
ク
製
作
所

労
組
２
名
・
県
教
祖
２
名
・
高
教
組

１
名
・
高
知
一
般
３
支
部
９
名
・
か

か
し
座
１
名
な
ど
多
彩
で
す
。
ス
タ
ッ

フ
は
舞
台
監
督
・
講
渕
好
郎
、
大
道

具
小
道
具
・
真
殿
一
、
カ
ツ
ラ
制
作

支
援
・
ミ
ロ
ク
製
作
所
労
組
、
作
・

し
げ
ま
つ
え
ん
し
ょ
う
、
文
化
祭
の

陣
容
で
す
。
日
頃
は
あ
ま
り
顔
を
合

わ
さ
な
い
職
場
の
労
働
者
が
、
こ
の

劇
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
劇
の
稽
古

や
道
具
作
り
に
、
財
政
作
り
に
、
火

の
玉
と
な
っ
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。

県
労
連
結
成
当
初
、
こ
ん
な
取
り
組

み
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
　
高
知
一
般
・組
合
長
　
前
田
　
研

○インバウンドに頼らない、内需拡大のための政策

を積極的に打ち出してほしいです。県国公（Ｈ・M）

○非正規労働人口の増加は、 政府の無策 ・ 怠慢

の表れです。 コロナ感染と一緒で、 気が付いた時

には日本経済はワクチン投入しても回復出来なくなり

ますよ。 自治労連 （Ｓ ・ Ｙ）

○機関紙により社会の維持に必要不可欠な「エッセ

ンシャルワーカー」と呼ばれる方達が最低賃金近傍

で勤務されている事を知りました。 よって、 最低賃

金の引き上げはもともと都市部と格差のある高知県で

は急務だと改めて思いました。 自治労連 （Ｓ ・Ｙ）

○「県労連３０年を振り返る」の記事、とても興味深

かったです。歴史を知ると自ずと今やるべきことが見

えてくるような気がします。 自治労連 （Ｃ ・Ｓ）

○ 「３つの行動」 をしっかり読んで確認しました。

知って、考えて、行動、頑張ります。自治労連（Ｒ・

M）

○先日、 子供のために幼児雑誌を買いました。 自

分が読んでいた３０数年前とのあまりの内容の違い

に驚きました。 自治労連 （Ｏ ・ Ｔ）

○毎日マスクで隠せるので髭を剃る頻度が減りまし

た。 朝の時短になっています。 自治労連 （Ｔ ・Ｙ）


